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17dpa 照射されたフラックスシンブルチューブ（FTT）材の粒界部の引張破壊挙動を超微小引張試験で調べ、延性と

粒界の混合破面を確認した。74dpa照射FTT材と比べ、低い照射量では粒界破壊が生じ難いことを確認した。また、前

報の 19dpa照射バッフルフォーマボルト（BFB）材と比べて粒界破壊し易い可能性が示唆された。 
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1. 緒言 

前報[1]に引き続き，FTT材とBFB材の IASCC挙動の違いについて、粒界部の破壊挙動の観点から検討を行った。前

報では 19dpa 照射された BFB 材の粒界部の引張破壊挙動を超微小引張試験により調べ、粒界破面と思われる平坦な破

面が一部認められたものの、74dpa 照射 FTT 材で示された全面粒界破面[2]のような粒界破壊は生じないことを報告し

た。粒界部の破壊挙動に照射量と材料による違いが影響している可能性が示唆されたことから、本報告では 17dpa照射

FTT材で試験するとともに 19dpa照射BFB材の破壊挙動を詳細に調べた。 

2. 試験 

 17dpa照射されたFTT材から、大傾角粒界 1個を含む超微小引張試験片（842m）をFIB/SEM（HITACHI NB5000）

を用いて作製した。粒界面を試験片中央に応力軸に対して垂直に配し、スリットを導入して粒界部の大きさを 0.3 2m

とした後、FIB/SEM内で室温にて引張試験した。試験後、破面を SEM 観察するとともに破壊の様子を詳細に調べる

ため、前報で試験した 19dpa照射BFB材とともに、断面TEM観察を行った。 

3. 結果 

 粒界部は 8%程度伸びた後に破断し、破断時の

荷重は 900N であった。破面は絞られ、延性破

面の様相であったが、破面の中央部に 19dpa照射

BFB 材と同様の平坦部が確認された。粒界部の

断面 TEM 像を BFB 材とともに図に示した。破

面周辺をナノディフラクションで調べた結果、

FTT 材の平坦部は粒界であることがわかった。

一方、BFB材では平坦部は粒界と異なっており、

粒内で破壊したことがわかった。74dpa照射FTT

材では同試験で全面粒界破面を呈しており[2]、

照射量の低下により粒界破壊が生じ難くなるこ

とを確認した。また、照射量が同程度のBFB材と比較して、FTT材の方が粒界破壊し易い可能性が示唆された。 
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